
(57)【要約】

【課題】様々な設置孔型に符合する多用途設計で、しか

も工具を必要とせず、迅速に分解/組立てが可能なスラ

イドレールブラケットの掛柱構造を提供する。

【解決手段】端板１１、掛柱３、及びガード部品４を有

し、端板１１は固定台２及び対応する開孔１１１を設置

し、固定台２は収納室２１を具え、掛柱３は収納室２１

に設置され、開孔１１１と収納室２１に対応し伸縮活動

が可能となり、しかも第一柱体３１と第二柱体３２とを

具え、ガード部品４は別にブラケット１上に可動接続し

、しかも係合端を具え端板に向かう。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 端 板 、 掛 柱 、 及 び ガ ー ド 部 品 を 備 え 、
　 該 端 板 は 固 定 台 及 び 対 応 す る 開 孔 を 設 置 し 、 該 固 定 台 は 収 納 室 を 有 し 、
　 該 掛 柱 は 該 収 納 室 に 設 置 さ れ 、 該 開 孔 と 該 収 納 室 と に 対 応 し 伸 縮 活 動 が 可 能 と な り 、 第
一 柱 体 と 第 二 柱 体 と を 有 し 、
　 該 ガ ー ド 部 品 は 別 に ブ ラ ケ ッ ト 上 に 可 動 接 続 し 、 係 合 端 を 具 え 、 該 端 板 に 向 か う こ と を
特 徴 と す る ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 固 定 台 の 該 収 納 室 中 に は バ ネ を 設 置 し 、 該 バ ネ は 該 掛 柱 に 作 用 し 、 該 掛 柱 の 第 一 柱
体 に は フ ラ ン ジ を 設 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト
の 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 掛 柱 の 第 一 柱 体 に は 軸 向 孔 を 設 置 し 、 該 第 二 柱 体 を 可 動 嵌 設 し 、 し か も 該 軸 向 孔 内
部 に は リ ン グ ク リ ッ プ を 設 置 し 、 該 第 二 柱 体 に 嵌 設 し 、 該 第 二 柱 体 内 端 は 該 固 定 台 に 接 続
し 、 該 収 納 室 中 に は 第 一 バ ネ と 第 二 バ ネ と を 設 置 し 、 該 第 一 バ ネ は 該 第 一 柱 体 に 作 用 し 、
該 第 一 柱 体 に は フ ラ ン ジ を 設 置 し 、 該 第 二 バ ネ は 該 リ ン グ ク リ ッ プ に 作 用 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 二 柱 体 は 階 段 状 部 を 具 え 、 該 リ ン グ ク リ ッ プ の 内 周 囲 縁 に 対 応 し 、 該 軸 向 孔 と 該
リ ン グ ク リ ッ プ と は そ れ ぞ れ 設 置 す る 錐 斜 面 に 対 応 し 、 し か も 該 リ ン グ ク リ ッ プ に は 軸 方
向 の 断 裂 溝 を 設 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 構
造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ブ ラ ケ ッ ト 上 は 該 ガ ー ド 部 品 に 対 応 し 一 対 の 可 動 孔 を 成 型 し 、 ピ ン を 設 置 し 穿 接 し
、 該 ガ ー ド 部 品 は 弾 性 部 品 を 具 え 、 制 限 部 品 を 設 置 し 該 ガ ー ド 部 品 の 定 位 角 度 を 制 限 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 弾 性 部 品 は 弾 性 片 体 で あ っ て 、 そ の 両 端 片 側 に は 挟 持 部 を 具 え 、 該 ガ ー ド 部 品 に お
い て 挟 持 し 、 反 対 端 は 固 定 部 で 該 ブ ラ ケ ッ ト に お い て 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５
に 記 載 の ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 弾 性 部 品 は ト ル ク バ ネ で あ っ て 、 施 力 端 を 具 え 該 ガ ー ド 部 品 に お い て 固 定 し 、 ま た
固 定 端 を 具 え 該 ブ ラ ケ ッ ト に お い て 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の ス ラ イ ド
レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 制 限 部 品 は 該 端 板 に 設 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の ス ラ イ ド レ ー ル ブ
ラ ケ ッ ト の 構 造 。
【 請 求 項 ９ 】
　 端 板 、 収 納 室 、 及 び 掛 柱 を 備 え 、
　 該 端 板 は 固 定 台 及 び 対 応 す る 開 孔 が 設 置 さ れ 、 該 固 定 台 は 収 納 室 を 有 し 、
　 該 収 納 室 中 に は バ ネ が 設 置 さ れ 、
　 該 掛 柱 は 第 一 柱 体 と 第 二 柱 体 と を 有 し 、 該 収 納 室 に 設 置 さ れ て 該 バ ネ を 押 さ え 、 該 開 孔
と 該 収 納 室 と に 相 対 し て 伸 縮 可 能 で あ り 、 該 第 一 柱 体 と 該 第 二 柱 体 と は 該 端 板 の 開 孔 に お
い て 貫 通 し て い る こ と を 特 徴 と す る ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 構 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 端 板 、 収 納 室 、 及 び 掛 柱 を 備 え 、
　 該 端 板 は 固 定 台 及 び 対 応 す る 開 孔 が 設 置 さ れ 、 該 固 定 台 は 収 納 室 を 有 し 、
　 該 収 納 室 中 に は 第 一 バ ネ と 第 二 バ ネ と が 設 置 さ れ 、
　 該 掛 柱 は 第 一 柱 体 と 第 二 柱 体 と を 有 し 、 該 収 納 室 に 設 置 さ れ 、 該 第 一 柱 体 に は 軸 向 孔 が
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設 置 さ れ 、 該 第 二 柱 体 が 可 動 嵌 設 さ れ 、 該 軸 向 孔 内 部 に は リ ン グ ク リ ッ プ が 設 置 さ れ 、 該
第 二 柱 体 が 嵌 設 さ れ 、 該 第 二 柱 体 内 端 は 該 固 定 台 に 接 続 さ れ 、 該 第 一 柱 体 は 該 第 一 バ ネ に
お い て 固 定 さ れ 、 該 リ ン グ ク リ ッ プ は 該 第 二 バ ネ に お い て 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 構 造 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 一 種 の ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 に 関 す る 。 特 に 一 種 の 伸 縮 可 能 な
掛 柱 を 有 し 、 掛 柱 は 方 型 或 い は 円 型 の 第 一 柱 体 と 第 二 柱 体 と を 具 え 、 多 種 の サ ポ ー ト フ レ
ー ム の 方 型 或 い は 円 型 設 置 孔 に 自 動 的 に 対 応 す る こ と が で き 、 し か も 工 具 を 必 要 と せ ず に
設 置 挿 入 が 可 能 な ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 に 係 る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 の ス ラ イ ド レ ー ル に 結 合 す る ブ ラ ケ ッ ト は 、 金 属 製 サ ポ ー ト フ レ ー ム に 便 利 に 嵌 設
可 能 で 、 ラ ッ ク マ ウ ン ト コ ン ピ ュ ー タ サ ー バ シ ス テ ム （ RACK-MOUNTED COMPUTER SYSTEM）
に し ば し ば 運 用 さ れ る 。
　 該 ラ ッ ク マ ウ ン ト ケ ー ス の サ ポ ー ト フ レ ー ム の 設 置 孔 規 格 は 、 米 国 特 許 第 ６ ， ６ ５ ９ ，
５ ７ ７ Ｂ ２ 号 、 第 ６ ， ８ ９ １ ， ７ ２ ７ Ｂ ２ 号 、 台 湾 特 許 第 Ｍ ２ ８ １ ５ ２ ０ 号 、 及 び 第 Ｍ ２
８ １ ５ ２ ５ 号 な ど が あ り 、 現 在 で は 方 孔 、 円 孔 （ 或 い は 内 ネ ジ ヤ マ を 具 え た 円 孔 ） 等 様 々
な も の が あ り 、 そ の ブ ラ ケ ッ ト の 設 計 も 非 常 に 多 様 で あ る た め 、 単 一 規 格 に の み 符 合 し 設
置 す る こ と が で き る 。
　 現 在 の ブ ラ ケ ッ ト 設 計 で は 様 々 な 設 置 孔 型 に 符 合 す る 多 用 途 設 計 で 、 し か も 工 具 を 必 要
と せ ず 、 迅 速 に 分 解 /組 立 て が 可 能 な 機 能 が 求 め ら れ て い る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 考 案 は 上 記 構 造 の 問 題 点 を 解 決 し た ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 を 提 供 す る
も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 考 案 は 下 記 の ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 を 提 供
す る 。
　 そ れ は 主 に ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト を 提 供 し 、 サ ポ ー ト フ レ ー ム 設 置 孔 型 の 多 用 途 設
置 問 題 を 解 決 す る こ と が で き 、 そ れ は 掛 柱 に 第 一 柱 体 と 第 二 柱 体 と を 設 置 し 、 方 型 或 い は
円 型 設 置 孔 に 対 し て 、 共 に 工 具 不 要 で 設 置 で き 、 自 動 挿 入 可 能 な 多 用 途 性 を 達 成 す る こ と
が で き る 。 す な わ ち そ れ は 、 端 板 、 掛 柱 、 及 び ガ ー ド 部 品 を 有 し 、 該 端 板 は 固 定 台 及 び 対
応 す る 開 孔 を 設 置 し 、 該 固 定 台 は 収 納 室 を 具 え 、 該 掛 柱 は 該 収 納 室 に 設 置 さ れ 、 該 開 孔 と
該 収 納 室 に 対 応 し 伸 縮 活 動 が 可 能 と な り 、 し か も 第 一 柱 体 と 第 二 柱 体 と を 具 え 、 該 ガ ー ド
部 品 は 別 に ブ ラ ケ ッ ト 上 に 可 動 接 続 し 、 し か も 係 合 端 を 具 え 該 端 板 に 向 か う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 該 固 定 台 の 該 収 納 室 中 に は バ ネ を 設 置 し 、 該 バ ネ は 該 掛 柱 に 作 用 し 、 該 掛 柱 の 第 一 柱 体
に は フ ラ ン ジ を 設 置 し て も よ い 。
　 該 掛 柱 の 第 一 柱 体 に は 軸 向 孔 を 設 置 し 、 該 第 二 柱 体 を 可 動 嵌 設 し 、 し か も 該 軸 向 孔 内 部
に は リ ン グ ク リ ッ プ を 設 置 し 、 該 第 二 柱 体 に 嵌 設 し 、 該 第 二 柱 体 内 端 は 該 固 定 台 に 接 続 し
、 該 収 納 室 中 に は 第 一 バ ネ と 第 二 バ ネ と を 設 置 し 、 該 第 一 バ ネ は 該 第 一 柱 体 に 作 用 し 、 該
第 二 バ ネ は 該 リ ン グ ク リ ッ プ に 作 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 該 第 二 柱 体 は 階 段 状 部 を 具 え 、 該 リ ン グ ク リ ッ プ の 内 周 囲 縁 に 対 応 し 、 該 軸 向 孔 と 該 リ
ン グ ク リ ッ プ は そ れ ぞ れ 設 置 す る 錐 斜 面 に 対 応 し 、 し か も 該 リ ン グ ク リ ッ プ に は 軸 方 向 の
断 裂 溝 を 設 置 し て も よ い 。
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　 該 ブ ラ ケ ッ ト 上 は 該 ガ ー ド 部 品 に 対 応 し 一 対 の 可 動 孔 を 成 型 し 、 ピ ン を 設 置 し 穿 接 し て
も よ い 。
　 該 ガ ー ド 部 品 に 作 用 す る 弾 性 部 品 は 弾 性 片 体 で 、 そ の 両 端 片 側 に は 挟 持 部 を 具 え 該 ガ ー
ド 部 品 に お い て 挟 持 し 、 反 対 端 は 固 定 部 で 該 ブ ラ ケ ッ ト に お い て 固 定 し て も よ い 。
　 或 い は 該 弾 性 部 品 は ト ル ク バ ネ で 、 施 力 端 を 具 え 該 ガ ー ド 部 品 に お い て 固 定 し 、 ま た 固
定 端 を 具 え 該 ブ ラ ケ ッ ト に お い て 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 考 案 の ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 は 、 端 板 及 び 掛 柱 を 有 し 、 該 端 板
は 固 定 台 及 び 対 応 す る 開 孔 を 設 置 し 、 該 固 定 台 は 収 納 室 を 具 え 、 該 収 納 室 中 に は バ ネ を 設
置 し 、 該 掛 柱 は 第 一 柱 体 と 第 二 柱 体 と を 具 え 、 し か も 該 収 納 室 に 設 置 し 該 バ ネ を 押 さ え 、
こ れ に よ り 該 開 孔 と 該 収 納 室 と に 相 対 し 伸 縮 活 動 し 、 該 第 一 柱 体 と 該 第 二 柱 体 と は 該 端 板
の 開 孔 に お い て 貫 通 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 本 考 案 の ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 は 、 端 板 及 び 掛 柱 を 有 し 、 該 端
板 は 固 定 台 及 び 対 応 す る 開 孔 を 設 置 し 、 該 固 定 台 は 収 納 室 を 具 え 、 該 収 納 室 中 に は 第 一 バ
ネ と 第 二 バ ネ と を 設 置 し 、 該 掛 柱 は 第 一 柱 体 と 第 二 柱 体 と を 具 え 、 し か も 該 収 納 室 に 設 置
し 、 該 第 一 柱 体 に は 軸 向 孔 を 設 置 し 、 該 第 二 柱 体 を 可 動 嵌 設 し 、 し か も 該 軸 向 孔 内 部 に は
リ ン グ ク リ ッ プ を 設 置 し 、 該 第 二 柱 体 に 嵌 設 し 、 該 第 二 柱 体 内 端 は 該 固 定 台 に 接 続 し 、 該
第 一 柱 体 は 該 第 一 バ ネ に お い て 固 定 し 、 該 リ ン グ ク リ ッ プ は 該 第 二 バ ネ に お い て 固 定 す る
。 加 え て そ れ は 第 一 柱 体 の 形 態 と 第 二 柱 体 と の 形 態 は 異 な り 、 さ ら に 第 一 柱 体 の 形 態 は 方
柱 、 第 二 柱 体 の 形 態 は 円 柱 で あ る が 、 第 一 柱 体 の 形 態 は 円 柱 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ 考 案 の 効 果 ）
　 上 記 の よ う に 、 本 考 案 は 分 解 /組 立 て が 容 易 で 迅 速 に 行 う こ と が で き 、 方 型 設 置 孔 を 具
え る サ ポ ー ト フ レ ー ム と 円 型 設 置 孔 を 具 え る サ ポ ー ト フ レ ー ム と に 適 用 可 能 で 、 掛 柱 構 造
は コ ン パ ク ト で 、 し か も 多 用 途 性 能 を 具 え る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 考 案 の 第 １ 実 施 例 に よ る ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト は ブ
ラ ケ ッ ト １ 、 固 定 台 ２ 、 掛 柱 ３ 、 ガ ー ド 部 品 ４ 、 バ ネ ５ 、 及 び 弾 性 部 品 ６ を 備 え る 。
　 該 ブ ラ ケ ッ ト １ に は 端 板 １ １ を 設 置 し 、 該 端 板 １ １ に は 開 孔 １ １ １ を 設 置 す る 。 該 開 孔
１ １ １ は ブ ラ ケ ッ ト １ の 設 置 の 必 要 に 応 じ て 一 個 或 い は 一 個 以 上 を 設 置 す る 。 本 実 施 例 に
示 す よ う に 、 該 ブ ラ ケ ッ ト １ に は ２ 個 の 開 孔 １ １ １ を 設 置 し 、 該 ブ ラ ケ ッ ト １ 上 に は 軸 孔
１ ２ １ を 具 え た 一 対 の 可 動 孔 １ ２ を 成 型 し 、 該 可 動 孔 １ ２ を 貫 通 可 能 な ピ ン １ ３ を 設 置 す
る 。 別 に 、 該 端 板 １ １ の 背 面 に は 制 限 部 品 １ ４ を 設 置 し 、 該 可 動 孔 １ ２ に 近 い 位 置 に は 阻
害 片 １ ５ を 設 置 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 該 固 定 台 ２ は 該 ブ ラ ケ ッ ト １ の 端 板 １ １ 正 面 に 連 接 し 、 該 固 定 台 ２ は 収 納 室 ２ １ を 具 え
、 図 １ に 示 す よ う に 、 該 収 納 室 ２ １ は 前 記 開 孔 １ １ １ に 対 応 し ２ ヶ 所 設 置 す る 。
　 該 掛 柱 ３ は 相 互 に 接 続 す る 第 一 柱 体 ３ １ と 第 二 柱 体 ３ ２ と を 具 え 、 該 第 一 柱 体 ３ １ の 形
態 は 方 柱 （ 円 柱 で も 可 。 図 示 な し ） で 、 該 第 二 柱 体 ３ ２ の 形 態 は 円 柱 で あ る 。 し か も 該 掛
柱 ３ の 第 一 柱 体 ３ １ は 前 記 ブ ラ ケ ッ ト １ の 開 孔 １ １ １ を 貫 通 し 、 該 固 定 台 ２ の 収 納 室 ２ １
に 進 入 す る 。 こ れ に よ り 該 掛 柱 ３ は 伸 縮 活 動 が 可 能 と な り 、 該 収 納 室 ２ １ 中 に は バ ネ ５ を
設 置 す る 。 該 バ ネ ５ は 該 掛 柱 ３ の 第 一 柱 体 ３ １ に 作 用 し 、 該 掛 柱 ３ の 伸 縮 活 動 は 自 動 的 に
回 復 す る 。 該 第 一 柱 体 ３ １ に は フ ラ ン ジ ３ １ １ を 設 置 し 、 こ れ に よ り 該 ブ ラ ケ ッ ト １ の 開
孔 １ １ １ に お い て 定 位 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 該 ガ ー ド 部 品 ４ は 前 記 ブ ラ ケ ッ ト １ の 可 動 孔 １ ２ に 可 動 接 続 し 、 該 ガ ー ド 部 品 ４ は 係 合
端 ４ １ を 具 え 、 該 ブ ラ ケ ッ ト １ の 端 板 １ １ 背 面 に 向 か い 、 し か も 該 ガ ー ド 部 品 ４ 位 置 に は
弾 性 部 品 ６ を 設 置 す る 。 該 弾 性 部 品 ６ は 弾 性 片 体 で 、 そ の 両 端 の 片 側 は 挟 持 部 ６ １ を 具 え
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該 ガ ー ド 部 品 ４ に お い て 挟 持 し 、 反 対 端 は 固 定 部 ６ ２ で 該 ブ ラ ケ ッ ト １ 上 の 阻 害 片 １ ５ に
お い て 固 定 し 、 該 ガ ー ド 部 品 ４ に 復 位 弾 力 を 提 供 す る 。
　 別 に 、 該 ガ ー ド 部 品 ４ が 復 位 弾 力 を 具 え た 実 施 方 式 は 前 記 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、
図 ３ に 示 す よ う に 、 該 弾 性 部 品 ６ ａ は ト ル ク バ ネ と す る こ と が で き る 。 該 ト ル ク バ ネ は 施
力 端 ６ １ ａ を 具 え 該 ガ ー ド 部 品 ４ に お い て 固 定 し 、 さ ら に 固 定 端 ６ ２ ａ を 具 え 該 ブ ラ ケ ッ
ト １ 上 の 阻 害 片 １ ５ に お い て 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 設 計 に よ り 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 方 型 設 置 孔 ９ １ の サ ポ ー ト フ レ ー ム ９ に 対 応 す る
時 、 該 ブ ラ ケ ッ ト １ を 該 掛 柱 ３ の 第 一 柱 体 ３ １ に よ り 該 サ ポ ー ト フ レ ー ム ９ の 方 型 設 置 孔
９ １ に 挿 入 可 能 で 、 該 ガ ー ド 部 品 ４ の 係 合 端 ４ １ に よ り 該 サ ポ ー ト フ レ ー ム ９ に お い て 固
定 す る こ と が で き る 。 ま た 該 ガ ー ド 部 品 ４ と 該 ブ ラ ケ ッ ト １ の 端 板 １ １ と に よ り 該 サ ポ ー
ト フ レ ー ム ９ を 挟 持 し 、 固 定 効 果 を 形 成 す る こ と が で き る 。
　 円 型 設 置 孔 ９ １ ’ の サ ポ ー ト フ レ ー ム ９ ’ に 対 応 す る 時 に は 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う
に 、 該 ブ ラ ケ ッ ト １ を 該 掛 柱 ３ の 第 二 柱 体 ３ ２ に よ り 該 サ ポ ー ト フ レ ー ム ９ ’ の 円 型 設 置
孔 ９ １ ’ に 挿 入 し 、 し か も 該 掛 柱 ３ の 第 一 柱 体 ３ １ は 該 固 定 台 ２ の 収 納 室 ２ １ に 自 動 的 に
縮 入 し 、 該 縮 入 し た 第 一 柱 体 ３ １ は 該 収 納 室 ２ １ 中 の バ ネ ５ を 圧 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 別 に 、 第 １ 実 施 例 に 示 す 技 術 手 段 と 同 等 の 効 果 の 本 考 案 の 第 ２ 実 施 例 で は 、 図 ７ 及 び 図
８ に 示 す よ う に 、 該 掛 柱 ３ ａ の 第 一 柱 体 ３ １ ａ と 第 二 柱 体 ３ ２ ａ と を 可 動 嵌 設 可 能 な 部 品
と す る こ と が で き る 。 該 第 一 柱 体 ３ １ ａ は 軸 向 孔 ３ １ ２ ａ を 有 し 、 該 第 二 柱 体 ３ ２ ａ に 可
動 嵌 設 し 、 該 第 二 柱 体 ３ ２ ａ は そ の 柱 体 を 延 伸 し 内 端 は 固 定 台 ２ ａ に 接 続 す る 。 し か も 該
第 一 柱 体 ３ １ ａ の 軸 向 孔 ３ １ ２ ａ 内 部 に は リ ン グ ク リ ッ プ ３ ３ ａ を 設 置 し 、 該 第 二 柱 体 ３
２ ａ に 嵌 設 し 、 該 固 定 台 ２ ａ の 収 納 室 ２ １ ａ 中 に は 第 一 バ ネ ５ １ ａ と 第 二 バ ネ ５ ２ ａ と を
設 置 す る 。 該 第 一 バ ネ ５ １ ａ は 該 第 一 柱 体 ３ １ ａ に お い て 作 用 し 、 該 第 一 柱 体 ３ １ ａ に は
フ ラ ン ジ ３ １ １ ａ を 設 置 す る こ と に よ り 該 ブ ラ ケ ッ ト １ の 開 孔 １ １ １ に お い て 定 位 す る 。
該 第 二 バ ネ ５ ２ ａ は 該 リ ン グ ク リ ッ プ ３ ３ ａ に お い て 作 用 す る 。
　 さ ら に 該 第 二 柱 体 ３ ２ ａ は 階 段 状 部 ３ ２ １ ａ を 具 え 、 該 リ ン グ ク リ ッ プ ３ ３ ａ の 内 周 囲
縁 に 対 応 し 固 定 す る 。 し か も 該 軸 向 孔 ３ １ ２ ａ と 該 リ ン グ ク リ ッ プ ３ ３ ａ と は そ れ ぞ れ 設
置 す る 錐 斜 面 ３ １ ３ ａ 、 ３ ３ １ ａ に 対 応 し 、 該 リ ン グ ク リ ッ プ ３ ３ ａ の 周 囲 に は 軸 方 向 の
断 裂 溝 ３ ３ ２ ａ を 設 置 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ２ 実 施 例 に よ る ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 を 方 型 設 置 孔 ９ １ の サ ポ ー ト フ
レ ー ム ９ に 対 応 し 設 置 す る 時 に は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 該 ブ ラ ケ ッ ト １ は 該 掛 柱 ３ ａ の 第
一 柱 体 ３ １ ａ に よ り 該 サ ポ ー ト フ レ ー ム ９ の 方 型 設 置 孔 ９ １ に 挿 入 さ れ 、 該 ガ ー ド 部 品 ４
に よ り 該 サ ポ ー ト フ レ ー ム ９ に お い て 固 定 さ れ る 。 該 第 一 柱 体 ３ １ ａ が 簡 単 に 自 動 内 縮 し
、 該 サ ポ ー ト フ レ ー ム ９ の 方 型 設 置 孔 ９ １ に よ り 容 易 に 挿 入 可 能 と な る た め 、 該 第 一 柱 体
３ １ ａ が 単 独 で 押 さ れ る 時 に は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 該 第 一 柱 体 ３ １ ａ の 錐 斜 面 ３ １ ３
ａ は 該 リ ン グ ク リ ッ プ ３ ３ ａ の 錐 斜 面 ３ ３ １ ａ を 圧 迫 固 定 す る 。 し か も 該 リ ン グ ク リ ッ プ
３ ３ ａ は 該 第 二 バ ネ ５ ２ ａ に 押 さ え つ け ら れ る た め 、 該 リ ン グ ク リ ッ プ ３ ３ ａ の 断 裂 溝 ３
３ ２ ａ を 具 え る 末 端 は 該 第 一 柱 体 ３ １ ａ の 錐 斜 面 ３ １ ３ ａ に よ り 圧 迫 さ れ 内 縮 す る 。 該 内
縮 す る リ ン グ ク リ ッ プ ３ ３ ａ は 該 第 二 柱 体 ３ ２ ａ の 階 段 状 部 ３ ２ １ ａ に お い て 固 定 さ れ 、
該 第 一 柱 体 ３ １ ａ を 限 定 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 円 型 設 置 孔 ９ １ ’ の サ ポ ー ト フ レ ー ム ９ ’ に 対 応 す る 時 に は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 該
ブ ラ ケ ッ ト １ は 先 ず 該 掛 柱 ３ ａ の 第 二 柱 体 ３ ２ ａ 前 段 に よ り 該 サ ポ ー ト フ レ ー ム ９ ’ の 円
型 設 置 孔 ９ １ ’ に 挿 入 さ れ る 。 続 け て 該 掛 柱 ３ ａ を 該 サ ポ ー ト フ レ ー ム ９ ’ に 向 け て 押 す
時 に は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 該 リ ン グ ク リ ッ プ ３ ３ ａ は 先 ず 押 さ れ 内 縮 し 、 該 断 裂 溝 ３
３ ２ ａ を 具 え た 末 端 は 該 第 二 柱 体 ３ ２ ａ の 階 段 状 部 ３ ２ １ ａ を 貫 通 す る 。 さ ら に 該 掛 柱 ３
ａ を 押 し 入 れ る と 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 該 掛 柱 ３ ａ の 第 一 柱 体 ３ １ ａ も 該 サ ポ ー ト フ レ
ー ム ９ ’ に よ り 押 し 上 げ ら れ 内 縮 す る 。 こ う し て 該 第 二 柱 体 ３ ２ ａ は さ ら に 該 サ ポ ー ト フ
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レ ー ム ９ ’ の 円 型 設 置 孔 に 挿 入 さ れ 、 し か も 該 ガ ー ド 部 品 ４ は 該 サ ポ ー ト フ レ ー ム ９ ’ に
お い て 固 定 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 第 １ 実 施 例 に よ る ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 を 示 す 分 解 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 第 １ 実 施 例 に よ る ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 第 １ 実 施 例 に よ る ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 の 弾 性 部 品 に ト
ル ク バ ネ 型 態 を 採 用 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 第 １ 実 施 例 に よ る ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 が 方 形 設 置 孔 の
サ ポ ー ト フ レ ー ム に 対 応 す る 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 の 第 １ 実 施 例 に よ る ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 が 円 型 設 置 孔 の
サ ポ ー ト フ レ ー ム に 対 応 す る 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 考 案 の 第 １ 実 施 例 に よ る ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 が 円 型 設 置 孔 の
サ ポ ー ト フ レ ー ム に 対 応 す る 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 考 案 の 第 ２ 実 施 例 に よ る ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 を 示 す 分 解 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 考 案 の 第 ２ 実 施 例 に よ る ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ９ 】 本 考 案 の 第 ２ 実 施 例 に よ る ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 が 方 型 設 置 孔 の
サ ポ ー ト フ レ ー ム に 対 応 す る 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 考 案 の 第 ２ 実 施 例 に よ る ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 が 方 型 設 置 孔
の サ ポ ー ト フ レ ー ム に 対 応 す る 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 考 案 第 ２ 実 施 例 に よ る ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 が 円 型 設 置 孔 の
サ ポ ー ト フ レ ー ム に 対 応 す る 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 考 案 第 ２ 実 施 例 に よ る ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 が 円 型 設 置 孔 の
サ ポ ー ト フ レ ー ム に 対 応 す る 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 考 案 第 ２ 実 施 例 に よ る ス ラ イ ド レ ー ル ブ ラ ケ ッ ト の 掛 柱 構 造 が 円 型 設 置 孔 の
サ ポ ー ト フ レ ー ム に 対 応 す る 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ 　 ブ ラ ケ ッ ト 、 １ １ 　 端 板 、 １ １ １ 　 開 孔 、 １ ２ 　 可 動 孔 、 １ ２ １ 　 軸 孔 、 １ ３ 　 ピ
ン 、 １ ４ 　 制 限 部 品 、 １ ５ 　 阻 害 片 、 ２ 　 固 定 台 、 ２ １ 　 収 納 室 、 ３ 　 掛 柱 、 ３ １ 　 第 一
柱 体 、 ３ ２ 　 第 二 柱 体 、 ４ 　 ガ ー ド 部 品 、 ５ 　 バ ネ 、 ６ 　 弾 性 部 品 、 ４ １ 　 係 合 端 、 ６ １
　 挟 持 部 、 ６ ２ 　 固 定 部 、 ６ ａ 　 弾 性 部 品 、 ６ １ ａ 　 施 力 端 、 ６ ２ ａ 　 固 定 端 、 ９ 　 サ ポ
ー ト フ レ ー ム 、 ９ １ 　 設 置 孔 、 ９ ’ 　 サ ポ ー ト フ レ ー ム 、 ９ １ ’ 　 円 型 設 置 孔 、 ３ ａ 　 掛
柱 、 ３ １ ａ 　 第 一 柱 体 、 ３ １ １ ａ 　 フ ラ ン ジ 、 ３ １ ２ ａ 　 軸 向 孔 、 ３ １ ３ ａ 　 錐 斜 面 、 ３
２ ａ 　 第 二 柱 体 、 ３ ２ １ ａ 　 階 段 状 部 、 ３ ３ ａ 　 リ ン グ ク リ ッ プ 、 ３ ３ １ ａ 　 錐 斜 面 、 ３
３ ２ ａ 　 断 裂 溝 、 ２ ａ 　 固 定 台 、 ５ １ ａ 　 第 一 バ ネ 、 ５ ２ ａ 　 第 二 バ ネ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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